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私は昨年 8 月から今年 5 月にかけて約 10 か月間アメリカ、カリフォルニア州のサンディエゴという都

市に留学していました。詳しく言うと、サンディエゴで 2 番目に大きいサンディエゴ州立大学(SDSU)で

主に自身の専攻である電気電子工学に関して勉強していました。このレポートでは大きく分けて留学前及

び留学中のいくつかに分けていきたい思います。 

 

＜留学前の準備等＞ 

  まず、留学前には主にアメリカの入国に関してのビザの申請、現地の大学の近くの寮の手配などです。

ビザの申請の手続きは梅田にある米国領事館にいき、軽い面接を行ったうえで、ビザが発行されるといっ

た手順でした。そして、寮の手配は現地の留学センターからの紹介の大学所有の寮に決めました。特にア

メリカの大学では、生徒の 95％以上が下宿を行うため、今回の留学ではその雰囲気を味わうために、ホー

ムステイではなく、寮での他 2 人とのルームメイトのシェアハウス暮らしになりました。結果的に、ご飯

を異国の地の調味料の種類が制限されている中で作るのは難しかったですが、ある意味良い経験ができた

ともったので、この決断は間違っていなかったと思います。最後にもちろん、留学行く前の英語の勉強に

関して述べます。正直なところ、私のような理系の専攻では英語が得意な人は少なく、数学や理科ばかり

やっているという感じです。その中で、１人だけ留学前の約１年間英語を勉強するのは、割とハードでし

た。そして、留学後恐らく日本人が困るのはリスニングとスピーキングの２つの能力であり、受験生時代

にあまりやっていなかったので、これらを重点的しなければいけなったこともきつかった原因の一つです。

特にスピーキングは 1 年間で 250 回、1 時間のオンライン英会話を行い、たたき上げました。このオンラ

イン英会話は本当に友達と遊びにいくのを断ってしていたので、とても精神的にきつかったですが、この

オンライン英会話がなかったら、とんでもなく留学は苦労していたともいます。そして、私の留学先は割

と TOEFL 及び IELTS の点数は低い点数で受け入れてくれるため、私自身も留学 7 か月前に IELTS でとっ

た 6.0 以来受けていません。しかし、この英語のスコアについては留学前にできるだけ取っておくことが

重要だと思いました。正直なところ行ってみて、現地の大学生とちゃんと議論したいのであれば、TOEFL90、

IELTS7.0 くらいはとっておいたほうがいいと思いました。この点は私の誤算でした。もし、今後留学した

いなと思っている人がいるなら、留学前に英語は勉強しすぎたくらいでも足りないくらいだと思います。 

 

＜留学中の出来事＞ 

⚫ 大学の授業 
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特にアメリカの大学は入学しやすく、卒業しにくいというのが有名な話ですが、少しこの話に関して、私

自身異なる印象を受けました。まず、日本の授業は出席など普段の取り組みを重視しない傾向があります

が、アメリカでは成績の 50％は宿題、授業中の発言回数、グループワークの貢献度などで決まります。つ

まり、日頃からちゃんと勉強してなったら、単位はないぞといった感じです。だから、アメリカの大学生は

日本の高校生のように普段からよく勉強します。つまり、結局のところ、教育システムにおける評価シス

テムが根本的に異なるのだから、普段期末テストの前に一気に勉強する日本の大学生からアメリカの大学

を見たら、もちろん卒業するの厳しいと思うのは当たり前だと思います。また、4 年での卒業率が低いのは

起業したり、インターンなどで休学する学生がかなり多くいるからだと思います。何が言いたいのかまと

めると、環境に適応さえできれば、たとえアメリカとはいえ、そこまで単位を取るのは難しくないと思い

ます。私自身も、少しリスニング手こずりましたが、そこまで授業は苦労しませんでした。 

⚫ 自由時間の過ごし方

自由時間があれば、昼寝したり、サンディエゴはとてもきれいなビーチがたくさんあるので、そこに友達

と行ったり、夜ご飯を食べに行ったりしていました。特に後半の 5 か月はテニスコートでたまたま知り合

ったアメリカ人の友達とかなり頻繁にテニスをしていました。このテニスがが個人的に一番ストレス解消

になっていたと思います。また、長期休暇および週末はテストなどがなければロサンゼルス行ったり、ニ

ューヨークに行きました。訪れたところは全て日本にはないような雰囲気の都市で行ってよかったです。

個人的に留学前から、日本以外の出身の友達と泊を伴う旅行にいってみたいというのがあったので、本当

に行けて嬉しかったです。 

⚫ ルームメイトとの暮らし

まず、一言でシェアハウスでの暮らしを述べると、難しかったという言葉に限ります。僕のルームメイト

は前期後期で異なり、世界いろいろな国の人住みました。年齢も少し異なれば、特に育った環境及び文化

などは完全に違っていて、最初住み始めたときはルームメイトの行動を時々受け入れられませんでした。

具体的に言えば、家の鍵閉める閉めない、ごみ捨てのタイミングや食器を洗うタイミングなどですが、こ

れらの感覚というのは育った環境が異なるのだから、合わなくて当然です。しかし、最初はどうしてこん

なことするの、ありえないなどといった感情が多くありました。最終的には話し合ったり、仲が良くなる

につれてそんな感情少しずつ消えていきましたが、本当に留学始めはしんどかったです。 

⚫ 辛かったこと

恐らく、これはどの国に留学しても思うことの一つなのですが、食事のヴァリエーションが日本と比べて

少ないので、食事の面でとても辛かったです。アメリカでは想像の通り、ハンバーガーやフライドポテト

といったファストフードがよく食べられており、家の近くのご飯屋は主にハンバーガーを扱っているため、

家で何か食事を作る体力がないときはそれらを食べていました。留学ラスト 2,3 か月はファストフードに

飽きてしまい、ほぼ毎日自炊するようにしていました。しかし、日本で簡単に手に入るものも、現地では入

手困難な場合があるので、ある素材で工夫して料理するのも厳しかったです。 

＜留学まとめ＞ 

まず、この留学を通じてたくさんのことを学び、成長できたと思います。辛いことのほうが正直なところ多

く、楽しいことは時々という感じでした。それでも、その辛いことがあってこその成長であり、辛いことな

しでは楽しいことも楽しいと思えなかったと思います。また、多くの人と出会い、話す中で自分自身を客観

的に見ることができるようになり、自分の長所、短所が分かったような気がします。そして、更にあまり目

標や夢などを持てない性格だったのが、徐々にそういうのを持てるようになってきたと感じています。これ

から、日本に帰って、大学院に進学するつもりでいるので、詳しく言えば最後の 1 年ではありませんが、

ラスト 1 年間有意義に留学で得たことを生かしながら毎日努力し続けたいです。

（写真はグランドキャニオンで撮影） 




